
問  

本
市
の
長
期
財
政
計
画

で
は
平
成
28
年
度
か
ら
５
ヵ

年
で
40
億
円
の
財
源
不
足
に

な
る
見
通
し
だ
。
し
わ
寄
せ

は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や

福
祉
な
ど
に
及
ぶ
こ
と
は
必

至
で
あ
り
総
合
的
に
考
え
れ

ば
、
新
庁
舎
を
含
む
複
合
ビ

ル
構
想
を
市
議
会
が
否
決
し

た
こ
と
は
極
め
て
将
来
性
の

あ
る
判
断
で
あ
っ
た
と
思

う
。
今
後
に
お
い
て
も
大
型

事
業
は
厳
し
く
精
査
し
地
方

債
残
高
を
削
減
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答  

地
方
債
残
高
は
合
併
時

の
６
６
８
億
円
が
23
年
度
末

に
は
６
３
１
億
円
へ
減
少
し

て
い
る
。
地
方
債
は
将
来
の

健
全
な
財
政
運
営
に
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
が
、
新
規

の
借
り
入
れ
と
返
済
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
つ
つ
不
断
の
行

財
政
改
善
を
行
い
、
健
全
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問  

慎
重
な
事
業
の
見
直
し

で
こ
れ
以
上
の
地
方
債
残
高

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
べ

き
だ
。

答
26
年
度
末
で
６
０
０
億

円
以
下
に
す
る
目
標
が
あ

る
。
若
干
難
し
い
が
抑
制
に

努
め
る
。

問
市
民
か
ら
「
税
金
は
高

く
な
り
、
ご
み
袋
料
金
が
新

た
に
発
生
し
、
住
み
に
く
い

三
原
市
に
な
る
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
４
月
か

ら
の
有
料
ゴ
ミ
袋
制
度
を
廃

止
し
、
市
民
と
と
も
に
抜
本

的
減
量
策
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
県

内
で
は
18
市
町
が

古
紙
･
布
類
を
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
無

料
資
源
化
回
収
を

し
て
い
る
の
に
今

だ
に
本
市
は
実
施

し
て
い
な
い
。
行

政
が
や
る
べ
き
こ

と
を
先
送
り
に
し

て
有
料
指
定
袋
に

踏
み
切
っ
て
い
い

の
か
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
無
料
資
源
化
回
収
の
め

ど
を
つ
け
る
こ
と
が
市
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
な
い

か
。

答  

ご
み
減
量
化
は
市
民
と

行
政
の
協
働
作
業
で
あ
り
、

有
料
指
定
袋
制
度
は
排
出
方

法
を
抜
本
的
に
見
直
す
も
の

で
、
円
滑
な
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
現
在
、
旧
久
井
町
以
外
で

は
古
紙
･
布
類
を
燃
や
す
ご

み
と
し
て
処
理
し
て
お
り
、

再
資
源
化
は
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
あ
り
課
題
解
決
に
は

大
幅
な
体
制
の
見
直
し
が
必

要
だ
。
当
面
、
集
団
回
収
や

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
活
用
な

ど
を
お
願
い
し
た
い
。

今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

ご
み
減
量
化
策
に
つ
い
て

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員

平成24年12月定例会

一般質問 市政を問う

HPアドレス http://www.city.mihara.hiroshima.jp → 市議会 → 会議録検索

　今定例会では 12 月５日、６日に一般質問が行われ、９人の議員が質問に立ちました。
　その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
　掲載事項は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　詳細な内容は、会議録を製本の後、三原市議会事務局、市役所情報公開コーナー、
三原市中央図書館に置いています。また、三原市ホームページでも閲覧できますので
ご覧ください。（会議録の製本には、議会終了後おおむね３カ月を要します。）

古紙類のステーション無料回収が急がれる
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問  

①
今
ま
で
の
本
市
の
政

策
形
成
が
な
ぜ
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
方
式
な
の
か
。

　
②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
の
意
見
を
聞
く
方
式
）

で
、
市
民
の
意
見
は
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
方
式
に
つ
な
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
。

答  

①
政
策
と
は
、
自
治
体

が
抱
え
る
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
方
向
と
対
応
策
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

は
、
住
民
の
意
見
・
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
自
治
体
の

方
向
を
定
め
、
地
域
住
民
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、
対
応
策

を
展
開
し
て
い
く
。

　
本
市
の
政
策
の
基
本
で
あ

る
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
も
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、
基
本
構
想
策
定
審

議
会
の
意
見
等
を
取
り
入

れ
、
政
策
の
合
意
形
成
を
し

て
き
た
。

　
政
策
の
最
終
決
定
者
は
市

長
で
、
そ
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

が
関
与
す
る
が
、
合
意
形
成

の
手
続
き
を
踏
ん
だ
上
で
あ

り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
方
式

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　
②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
制
度
は
市
政
運
営
に

お
け
る
公
正
の
確
保
、
透
明

性
の
向
上
を
図
り
市
民
の
市

政
へ
の
参
画
促
進
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

主
要
な
計
画
の
策
定
や
見
直

し
、
基
本
的
な
制
度
を
定
め

る
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正

等
を
対
象
と
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
検

討
、
審
議
の
上
追
加
、
修
正

を
行
い
反
映
し
て
い
る
。
最

終
的
に
は
、
市
長
の
判
断
、

市
議
会
の
合
意
に
よ
っ
て
意

思
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。

問  

①
24
年
度
国
民
健
康
保

険
税
は
９・
７
％
引
き
上
げ

ら
れ
、
23
年
度
は
黒
字
決
算

で
あ
り
、
そ
の
財
源
を
充
て

て
、
来
年
度
は
思
い
切
っ
た

引
下
げ
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
②
来
年
度
以
降
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
一
般
会

計
か
ら
法
定
外
繰
り
入
れ

を
。

答  

①
23
年
度
の
決
算
状
況

か
ら
、
財
政
調
整
基
金
の
残

額
が
２
億
８
，
３
０
０
万
円

確
保
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、改
定
率
を
修
正
し
た
。

今
後
の
財
政
運
営
方
針
、
財

源
不
足
へ
は
税
率
改
正
で
対

応
す
る
。
24
年
度
の
税
率
改

正
は
、
24
、
25
年
度
の
２
ヶ

年
の
税
率
改
定
と
す
る
。
今

後
も
２
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
う
。
本
年
度
の
運
営
状
況

は
、
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
で
推

移
し
て
い
る
。

　
②
他
保
険
の
加
入
者
か
ら

み
れ
ば
、
二
重
負
担
と
な
る

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
繰
り

入
れ
に
は
市
民
の
理
解
と
議

会
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。

国
の
指
導
に
従
い
、
税
抑
制

目
的
で
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ

は
行
う
べ

き
で
は
な

い
。

問  

西
部
、
北
部
と
給
食
費

の
額
が
異
な
る
こ
と
の
是
正

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  

現
状
で
は
や
む
を
得
な

い
と
考
え
る
。
今
後
引
き
続

き
検
討
課
題
と
す
る
。

問  

各
学
校
の
給
食
配
膳
員

の
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答  

日
々
の
配
膳
が
学
校
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
の
は
事

実
。
現
在
こ
れ
ま
で
の
基
準

の
見
直
し
を
し
て
い
る
。

問  

給
食
へ
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ

ト
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な

ど
の
異
物
混
入
が
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ

う
に
把
握
を
し
て
い
る
か
。

答  

ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
日
常
点
検
の
箇
所
と

し
て
指
定
を
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
今
整
備

を
し
て
い
る
点
検
項
目
、
あ

る
い
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
認

め
ざ
る
を
得
な
い
。

問  

配
送
中
の
事
故
は
。

答  

事
故
は
、
９
月
の
稼
働

以
後
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

３
件
発
生
し
て
い
る
。
２
件

は
配
送
先
の
学
校
に
駐
車
し

て
あ
っ
た
車
両
へ
接
触
し
た

も
の
。
他
の
１
件
は
、
配
送

先
校
舎
の
渡
り
廊
下
の
天
井

へ
接
触
し
た
も
の
だ
。
い
ず

れ
も
物
損
事
故
で
あ
り
、
業

者
に
よ
っ
て
適
切
に
事
後
処

理
を
し
て
い
る
。
今
後
と
も

法
令
の
厳
守
、
安
全
運
転
に

努
め
、
事
故
の
な
い
よ
う
配

送
業
者
へ
の
指
導
を
徹
底
し

て
い
く
。

問  

愛
知
県
警
が
全
国
で

捜
査
を
展
開
し
て
、
探
偵

業
者
や
個
人
情
報
を
扱
う
職

場
の
職
員
な
ど
31
人
を
逮
捕

す
る
事
件
が
発
生
し
て
い

る
。

　
本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
不

正
取
得
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
な

い
か
。

　

不
正
取
得
が
明
ら
か
と

な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
。
不
正
取
得

防
止
の
た
め
の
対
策
は
。

答  

本
市
で
は
、
現
在
不
正

取
得
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。

　
郵
送
に
よ
る
請
求
に
お
い

て
も
、
必
要
項
目
の
正
し
い

記
載
、
使
用
目
的
の
確
認
な

ど
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情

報
の
提
供
時
に
お
け
る
不
正

取
得
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
全
国
市

長
会
を
通
じ
不
正
請
求
に
対

す
る
罰
則
強
化
を
行
う
な

ど
、
個
人
情
報
保
護
の
充
実

を
図
る
よ
う
、
国
へ
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
事
前

に
登
録
し
た
人
に
対
し
て
そ

の
事
実
を
通
知
す
る
登
録
型

本
人
通
知
制
度
や
、
事
件
発

生
後
、
不
正
取
得
が
確
認
さ

れ
た
場
合
の
本
人
告
知
制
度

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

市
政
の
政
策
形
成
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方

式
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
に
つ
い
て

東
部
共
同
調
理
場
の
問
題
点
は

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
引
下
げ
に
つ
い
て

戸
籍
謄
本
等
の
不
正
取
得
を

防
止
す
る
た
め
に

高た
か

木き 

武た
け

子こ 

議
員

政ま
さ

平ひ
ら 

智と
も

春は
る 

議
員

三原市東部共同調理場
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問  

平
成
17
年
合
併
以
降
、

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
今
後
の
市
政
運
営
に
つ

い
て
問
う
。

答  

人
口
減
少
は
税
収
の
減

少
に
よ
る
各
種
公
共
サ
ー
ビ

ス
へ
の
影
響
、
若
者
の
減
少

に
よ
る
社
会
保
障
の
担
い
手

不
足
、
地
域
活
性
化
へ
の
弊

害
が
想
定
さ
れ
る
。

　
現
在
「
定
住
促
進
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
か
で
も
、
雇
用
の
確
保
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
・
育

て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
は
重

要
で
あ
り
「
住
み
続
け
た
い
・

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
現
し
、
定
住
先
と
し
て
選

ば
れ
る
街
に
な
る
よ
う
、
市
全

体
で
連
携
し
取
り
組
む
。

問  

人
口
減
少
は
地
域
経
済

の
衰
退
と
ま
ち
の
活
気
を
失

う
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

   

従
っ
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
観
光
産
業
の
整
備
が

考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
の
尾

道
市
の
観
光
客
数
と
比
較
す

る
と
、
本
市
の
取
り
組
み
が
不

足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答  
観
光
交
流
人
口
の
増
大

は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
な
る
。

　

現
在
「
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
」
を
策
定
中
で
あ
り
、
三

原
の
観
光
地
の
認
知
度
向
上

や
、
お
も
て
な
し
の
心
の
醸

成
な
ど
、
市
民
と
一
体
と
な

り
観
光
客
誘
致
へ
取
り
組
み

を
図
っ
て
行
く
。

   問  

ま
ち
の
活
性
化
や
賑
わ

い
に
よ
る
三
原
の
魅
力
発
信

の
た
め
に
は
、
ま
ち
全
体
の

一
体
感
が
必
要
で
あ
る
。　

　
そ
の
手
段
と
し
て
、
三
原

城
築
城
４
５
０
年
祭
を
市
民

参
画
に
よ
り
実
現
で
き
れ

ば
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
達

成
感
や
充
実
感
、
更
に
は
、

ま
ち
に
対
す
る
愛
着
や
誇

り
、
ひ
い
て
は
、
ま
ち
全
体

の
一
体
感
の
醸
成
に
寄
与
す

る
事
業
と
思
う
が
。

答  

現
在
、「
観
光
戦
略
プ

ラ
ン
」
を
策
定
中
で
あ
り
、

４
５
０
年
祭
の
準
備
委
員
会

を
設
け
検
討
を
始
め
た
い
。

問  

本
市
で
「
第
九
」
を
歌

う
音
楽
祭
が
開
催
で
き
な
い
か
。

　
開
催
ま
で
に
は
、
多
く
の

市
民
団
体
等
の
連
携
や
準
備

期
間
が
必
要
で
あ
る
が
、
開

催
が
実
現
し
た
暁
に
は
音
楽

を
通
じ
た
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
に
寄
与
す
る
事
業
と
思

う
が
。

答  

開
催
で
き
れ
ば
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
・
文
化
の
振

興
・
本
市
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る
こ

と
か
ら
、
合
唱
団
体
な
ど
の

自
発
的
な
取
り
組
み
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
ポ
ポ
ロ
等
と
連

携
し
官
民
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、
支

援
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。

問  

オ
ー
プ
ン
し
て
８
カ
月

あ
ま
り
、
道
の
駅
は
三
原
の

未
来
を
切
り
開
く
希
望
の
星

と
な
り
得
て
い
る
か
問
う
。

① 

開
所
前
の
試
算
は
年
間

利
用
者
数
42
万
人
、
売
上
額

３
億
５
０
０
０
万
円
と
さ
れ

て
い
た
が
、
現
在
ま
で
の
状

況
は
。

② 

観
光
戦
略
や
Ｐ
Ｒ
が
、

開
所
前
に
比
べ
て
あ
ま
り
見

え
な
い
が
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
に

努
め
る
べ
き
で
は
。

③ 

魅
力
づ
く
り
と
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
駅

か
ら
臨
む
多
島
美
は
魅
力
的

で
、
観
光
資
源
と
な
る
眺
望

で
あ
り
、「
幸
せ
の
鐘
」や「
希

望
の
白
ダ
ル
マ
」
な
ど
工
夫

次
第
で
も
っ
と
観
光
客
を
呼

べ
る
の
で
は
。

答  

利
用
者
は
、
11
月
末
時

点
で
約
27
万
人
、
売
上
額
は

２
億
９
６
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
３
月
末
予
測
で
は

約
34
万
人
、
４
億
円
程
度
と

み
て
い
る
。Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
、

中
継
カ
メ
ラ
の
設
置
や
味
の

月
替
わ
り
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
カ
ニ
鍋
祭
り
、

県
の
「
全
力
歓
迎
課
」
と
と

も
に
、
お
い
し
い
三
原
の
タ

コ
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等
、
道
の

駅
へ
の
誘
客
と
周
遊
に
努
め

て
い
る
。

　

魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
も
三
原
な
ら
で
は
の
魅

力
を
適
宜
加
え
て
い
く
事
で

一
層
盛
り
上
げ
て
い
く
よ

う
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努

め
る
。

問  

予
想
以
上
の
売
上
が
見

ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
ど

う
か
。

答  

物
販
が
約
46
％
、
農
産

物
が
約
18
％
、
レ
ス
ト
ラ
ン

が
約
12
％
等
と
な
っ
て
い

る
。

問  

Ｊ
Ａ
と
連
携
を
図
る
な

ど
農
産
物
が
定
着
す
れ
ば
、

さ
ら
な
る
飛
躍
に
つ
な
が
る

の
で
は
。

答  

農
業
振
興
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
意
思
疎
通
と
連

携
は
深
め
て
い
る
。
今
後
と

も
積
極
的
な
情
報
発
信
と
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問  

検
査
手
数
料
に
つ
い

て
、
二
重
取
り
で
は
な
い
か

と
の
疑
問
や
不
信
の
意
見
が

あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て

問
う
。

答  

浄
化
槽
法
に
よ
り
保
守

点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の

３
点
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。

　
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定

検
査
は
趣
旨
、
目
的
、
内
容

も
異
な
り
、
実
施
す
る
こ
と

で
正
常
に
機
能
し
処
理
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
理
解
と
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
一
層

の
周
知
に
努
め
る
。

三
原
市
の
人
口
推
移
と
観
光
経
済
に
つ
い
て

道
の
駅「
み
は
ら
神
明
の
里
」に
つ
い
て

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

の
法
定
検
査
に
つ
い
て

行
政
と
市
民
の
一
体

感
の
醸
成
に
つ
い
て 

中な
か

村む
ら 

芳よ
し

雄お 

議
員

新し
ん

元も
と　
昭あ
き
ら 

議
員

道の駅「みはら神明の里」
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